
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本アディクション看護学会第 14回学術

集会・総会を創価大学で開催させていただ

きます。このような貴重な機会をいただき

ましたことに、心より感謝申し上げます。 

第１回から 13回までの学術大会は、アデ

ィクションとは、アディクション看護とは

何か、アディクション社会について、アデ

ィクションと家族について、当事者から学

ぶアディクション看護について問い続けて

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第14回学術集会では、テーマを「当事者

中心の地域生活向上のために－多機関と地

域をつなげるアディクション看護－」とさ

せていただきました。最近、15年位の間に

うつ病圏の患者と依存症の患者等が増え、

精神領域の疾病構造も変化しています。都

会の精神科クリニックではアディクション

の精神病理であるアルコール・薬物依存症、

ギャンブル依存症、性依存症（性犯罪）、

インターネット依存症等をもった方の受診

が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本アディクション看護学会 第 14回学術集会開催に当たって                

大会長 五十嵐 愛子(創価大学看護学部看護学科教授) 
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さらに非定型うつ病、発達障害、高次脳

機能障害をもった方も増えており、地域の

精神科診療所・クリニックは他の医療機関･

福祉・司法・行政等の諸機関と連携して役

割を果たすことが求められています。 

また、平成 25 年 6 月に、懲役や禁錮刑の

一部を執行した後に残りの刑期を猶予する

「刑の一部執行猶予制度」の創設を盛り込

んだ改正刑法が衆議院本会議において全会

一致で可決、成立しました。今後、制度の

成立 3 年以内に「刑の一部執行猶予制度」

は施行され、傷害事件など起こしていない

薬物依存症者等が刑務所を出所して刑期の

一部を地域で過ごしながら、更生と回復を

図っていきます。しかしその地域での受け

皿は、十分整っている状況とはいえません。 

このような精神疾患を持った人たちの増

加と依存症を持った人たちを地域において

どのように支えさせていただければ彼らの

回復を促し、薬物の再使用を防げるかが喫

緊の課題といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本大会において、当事者と関連する機関･

専門職者等へのつながりと支えあいに視点

を向け、当事者を含めた地域社会で生きる

人々の他者との関わり方を考える機会にし

たいと思います。 

開催地である創価大学は、東京都八王子

市にあります。八王寺市は多摩丘陵に位置

し、都内市町村の中で第一の人口をもち、

2015 年 4月には東京都で初めて中核市に移

行しました。八王子市は、その周辺部も含

め 20校以上の大学・高等学校等があり、外

国人留学生も多く、全国有数の学園都市で

もあります。創価大学周辺は緑が多く四季

の移ろいも楽しめます。2015年9月5日（土）、

6日（日）の両日、創価大学キャンパスに

アディクション関連問題にご関心のある皆

様、日々取り組んでおられる皆様をお迎え

できますことを実行委員一同お待ち申し上

げます。 

会場:〒192－8577 

住所：東京都八王子市丹木町 1－236 

     創価大学中央教育棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通アクセス 

日本アディクション看護学会第 14 回学術集会ホームページ

http://14addictionnursing.kenkyuukai.jp/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本アディクション看護学会   

第14回学術集会プログラム 

1 大会長講演 9/5（土）9：30～10：15 

テーマ： 

「当事者中心の依存症の回復支援  

－多機関・多職種・地域をつなげる  

     アディクション看護－」 

演者：五十嵐 愛子 

（創価大学看護学部教授） 

2 基調講演 9/5（土）10：30～12：00 

テーマ： 

「当事者中心の依存症治療と回復支援」 

演者：成瀬 暢也 先生 

（埼玉県立精神医療センター副院長） 

 

3 教育講演 9/6（日）9：30～10：50 

テーマ：「患者学のすすめ－患者の力を

生かす新しい医療の姿－」 

演者：加藤 眞三 先生       

（慶應義塾大学看護医療学部教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 シンポジウム１ 

9/5（土）13：00～15：00 

テーマ： 

「医療機関におけるアルコール関連 

問題に対する看護教育の現状と課題」  

5 シンポジウム２  

9/6（日）13：40～15：40 

テーマ： 

「依存症を抱える当事者の地域での 

生活を支える」   

6 交流集会  

 企画委員及び一般公募による（公募中） 

7 一般演題  一般公募による（公募中） 

8 ランチョンセミナー(先着 100 名) 

 9/6（日）12：30～13：30 

  テーマ：「私の物語 

『治らない』病気のゴール」 

演者：吉岡 隆 先生          

(こころの相談室リカバリー代表)  

懇親会 9/5（土）17：00～18：30 

 

バスで来学される方へ 

 



<<事務局よりお知らせ>> 

学術集会開催時の理事会・総会日程 

理事会 9/5（土）12：20～12：50 

総会  9/6（日）12：00～12：30 

<<アディクション看護研修会のお知らせ>> 

1.日本アディクション看護学会研修会 

会場：横浜市立大学医学部看護学科 

                 福浦キャンパス 

時期:9 月、11 月、1 月、3 月に計 4 日間 

参加費：会員 1,000 円、非会員 3,000 円 

申し込み先：

yuriko_shinohara@kindaihimeji-u.ac.jp 

申し込み方法:参加月日、氏名、会員の有無、

所属をメールにて申し込みください。 

問い合わせ：近大姫路大学看護学部．篠原

研究室（直通）0792477339（9月以降は金

曜日のみ） 

2.依存症の新しい治療法 

―リラプスプリベンション 

(日本精神科看護協会主催) 

場所:鴻巣市文化センタークレアこうのす

平成 27 年 7 月 11 日(土) 12 日(日)    

10:00～16:00 受付 9:30～ 

〒365-0032  埼玉県鴻巣市中央 29-1 

交通 URL  

http://www.clea-konosu.com/ 

講師:目白大学人間学部心理カウンセリン

グ学科准教授 臨床心理士 原田隆之先生

参加費:(2 日間) 6,000 円(当日徴収)             

申込方法:下記メール(日精看埼玉県支部宛) 

saitamazimuaraki@yahoo.co.jp 

《編集後記》 

平成27年の4月、東京都八王子市では「桜

に雪」という風景が「趣ある風景」ではな

く、異常気象という形で報道されました。   

この地で 9 月 5 日、6 日の両日に開催さ

れます日本アディクション看護学会第 14

回学術集会のお知らせを掲載致しました。

参加目標人数 300 名です。アディクション

看護研修会も合わせて、皆様のご参加をお

待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新情報はホームページをご確認下さい。 

HP：http://plaza.umin.ac.jp/~jaddictn/ 
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日本アディクション看護学会事務局 

 〒271-8555 

千葉県松戸市岩瀬 550 

聖徳大学看護学部 日下研究室内 

【事務局 e-mail】 

jadict-office@umin.ac.jp 
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